
な
要
で
あ
る
。
公
平
性
の
観
点

か
ら
未
収
金
は
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
徹
底
し
た
徴
収
と
厳
密

な
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
未
収

金
対
策
室
の
今
後
の
取
組
み
を

示
せ
。

副
市
長

債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
や
未
収
金
を
有
す
る

部
署
と
の
連
携
に
よ
り
、
庁
内

に
徴
収
ノ
ウ
ハ
ウ
を
周
知
さ
せ

る
。
ま
た
滞
納
者
に
対
し
、
速

や
か
に
法
的
措
置
を
行
う
た
め

に
、債
権
管
理
条
例
の
制
定
等
、

環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
。

－

知
的
財
産
の
活
用－

問

本
市
は
近
畿
地
区
で
唯
一
、

知
財
先
進
都
市
指
定
を
受
け
て

い
る
が
、
こ
の
あ
り
方
を
検
討

し
た
上
で
、
税
収
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
も
の
へ
と
リ
ン
ク
し
た

徴
収
を
市
独
自
に
考
案
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、

知
財
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

経
済
部
長

知
的
財
産
権
の
利

活
用
促
進
に
向
け
た
支
援
施
策

を
展
開
し
て
い
く
一
方
、
国
な

ど
に
対
し
、
海
外
に
お
け
る
知

的
財
産
権
侵
害
へ
の
対
策
強
化

に
つ
い
て
積
極
的
に
要
望
や
提

言
を
行
っ
て
い
く
。

－

市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り－

問

本
市
で
は
自
治
会
等
、様
々

な
地
域
組
織
が
独
自
に
活
動
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
既
存
の
地

域
組
織
と
の
連
携
、
協
力
関
係

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
組
織
機
構
の
見
直

し
で
示
さ
れ
て
い
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
部
設
置
の
目
的
は
何

か
。

経
営
企
画
部
長

協
働
の
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
分
権
を
専
門
的

に
担
う
組
織
と
し
て
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
部
を
新
設
し
、
協
働

に
対
す
る
本
市
独
自
の
仕
組
み

づ
く
り
や
市
役
所
職
員
の
協
働

意
識
の
醸
成
、
ま
た
様
々
な
地

域
組
織
や
市
役
所
が
対
等
な
立

場
で
と
も
に
地
域
の
課
題
を
考

え
、
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い

が
で
き
る
場
づ
く
り
等
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

－

中
小
企
業
問
題－

問

モ
ノ
づ
く
り
の
街
と
し
て

地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
維
持
し
、

さ
ら
に
高
め
て
い
く
と
い
う
方

向
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
庁
内
に
組
織
さ
れ
た

住
工
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
施
策

検
討
推
進
委
員
会
で
は
ど
の
よ

う
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
今
後
の
予
定
は
。

経
済
部
長

昨
年
度
は
モ
ノ
づ

く
り
立
地
促
進
補
助
制
度
の
拡

充
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
今

年
度
は
住
工
共
生
に
つ
な
が
る

施
策
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
提

案
を
い
た
だ
き
、
仮
称
住
工
共

生
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
議
論
を
行
い
、
今
後
同

委
員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
に

よ
り
条
例
素
案
等
の
検
討
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

－

生
活
保
護
問
題－

問

生
活
保
護
の
相
談
業
務
は

経
験
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る

が
、
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
不

当
な
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
貧

困
ビ
ジ
ネ
ス
や
不
正
受
給
問
題

に
対
応
す
る
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

福
祉
部
長

平
成
二
十
二
年
九

月
よ
り
任
期
付
職
員
の
採
用
を

行
い
、
受
給
世
帯
の
急
増
に
応

じ
た
地
域
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
い

る
が
、
平
均
経
験
年
数
は
約
二

年
で
あ
る
。
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
や

不
正
受
給
問
題
に
は
、
生
活
保

護
の
適
正
な
実
施
を
徹
底
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
体
制
の
確

保
が
必
要
と
考
え
、
具
体
的
な

方
策
な
ど
今
後
早
急
に
検
討
を

進
め
て
い
く
。

ラグビーＷ杯の本市開催は東大阪

市を全世界に発信する絶好のチャ

ンスです （花園ラグビー場）

子どもが安心して学校へ通学できる

ように、地域・家庭・学校が連携し

て愛ガード運動をしています

（上小阪小学校）

－

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

達
成
の
た
め
の
財
源－

問

市
長
の
二
期
目
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
は
、
市
民
会
館
や
東

体
育
館
な
ど
多
く
の
公
共
施
設

の
建
て
替
え
方
針
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
長
引
く
景
気
低
迷
に

よ
る
市
税
収
入
の
減
少
や
経
常

収
支
比
率
の
高
止
ま
り
な
ど
に

よ
り
、
本
市
の
財
政
が
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
そ

の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す

る
の
か
。
ま
た
財
政
の
硬
直
化

を
招
き
、
将
来
世
代
へ
の
負
担

の
付
け
回
し
と
な
る
市
債
に
安

易
に
頼
る
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

副
市
長

老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
建
て
替
え
や
再
編
は
、
市

民
の
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら

先
送
り
す
べ
き
で
な
い
課
題
で

あ
る
。
保
有
資
産
の
有
効
活
用

と
持
続
可
能
な
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
を
念
頭
に
計
画
作
り

を
進
め
、
事
業
費
の
精
査
を
図

っ
て
い
く
。
ま
た
、
財
源
の
一

部
を
市
債
に
求
め
る
こ
と
に
な

る
が
、
公
債
費
負
担
の
推
移
に

は
留
意
し
て
い
く
。

－

突
然
の
公
共
下
水
道

入
札
の
中
止－

問

公
共
下
水
道
第
一
工
区
管

渠
（
か
ん
き
ょ
）
築
造
工
事
に

係
る
入
札
中
止
は
、
各
業
者
の

評
価
点
の
確
認
を
実
施
し
、
開

札
も
済
ま
せ
た
中
で
突
然
行
わ

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

財
務
部
長

入
札
中
止
の
段
階

で
は
総
合
評
価
審
査
委
員
会
で

の
評
価
点
の
採
点
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
、
金
額
に
つ
い
て
も
電

子
入
札
の
た
め
に
未
開
札
の
状

態
で
の
中
止
で
あ
る
。

－

総
合
庁
舎
内

防
災
拠
点
の
移
転
経
費－

問

今
回
の
補
正
予
算
で
五
千

万
円
も
の
多
額
の
予
算
を
投
じ

て
防
災
拠
点
を
十
二
階
か
ら
五

階
に
移
転
す
る
緊
急
性
や
必
要

性
は
何
か
。
ま
た
移
転
に
よ
り

十
分
な
防
災
の
機
能
性
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

財
務
部
長

東
日
本
大
震
災
発

生
時
に
高
層
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
一
部
が
一
カ
月
以
上
停
止
す

る
事
態
が
起
き
た
。
今
後
の
大

規
模
災
害
発
生
時
に
迅
速
か
つ

機
動
的
に
対
応
す
る
た
め
に
は

防
災
拠
点
の
低
層
階
へ
の
移
転

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

府
か
ら
の
事
務
の
権
限
移
譲
に

伴
う
福
祉
部
の
執
務
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
の
た
め
に
も
移
転
が
必

要
で
あ
る
。

自
由
民
主
党

民
主
東
大
阪

代
表
質
問

鳴
戸

鉄
哉

さ
わ
や
か
な
風

個
人
質
問

飯
田

芳
春

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
�

総
花
的
な
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
。達
成
へ
の
財
源
を
問
う
�

（４）第１７２号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２４年４月１日


